
平成１９年度第２回市史編さん審議会会議録  
 
１ 日時  平成１９年１１月２９日（木）  

午前１０時から午前１１時３０分まで  
 
２ 場所  中央図書館会議室  
 
３ 出席者等  
  審議会委員  

栗山秀純会長  堀部昭夫副会長  家山和夫委員  
   小川浩委員   下津谷達男委員  青木更吉委員  

  鈴木仲秋委員  松本好夫委員  
   （欠席：村田一二委員 山田友治委員）  
  事務局  
   石井生涯学習部長  川根博物館長  
   山口博物館次長   横尾副主査  
  傍聴者  なし  
 
４ 議題等  
 （１）平成１９年度市史編さん事業中間報告について  
 （２）その他  
 
５ 議事要旨  
 

（事務局）  
  皆様おはようございます。只今より、平成１９年度第２回流山市

史編さん審議会を開催いたします。開会前に事務局よりお詫び申し

上げます。第１回目の会議時に第２回目は本年８月上旬頃で調整を
お願いしておりましたが、本日までにずれ込み誠に申し訳ございま

せんでした。では、開会に先立ちまして、会長からご挨拶を賜りた
いと存じます。会長お願いいたします。  

（会長）  
  ご苦労様です。当初予定時期と大分異なる開催ですが、皆様よろ

しくお願いいたします。  
（事務局）  
  ありがとうございました。続きまして生涯学習部長より皆様にご

挨拶を申し上げます。部長お願いします。  
（部長）  
  皆様おはようございます。本来、教育長が出席し、ご挨拶申し上

げるところではございますが、本日から１２月の定例会が開会とい
うことで失礼をさせていただいております。市史編さん審議会の皆

様におかれましては日頃から、市政各般に渡りご協力をいただき厚
くお礼申し上げます。  

  とりわけ博物館事業につきましては、大所、高所からご指導、ご
尽力をいただき厚くお礼申し上げます。  

  本日は、平成１９年度市史編さん事業の中間報告といたしまして、



現在まで実施してまいりました事業及び今後展開予定の事業につき

まして、どうあるべきか諮問という形で皆様の忌憚のないご意見を
頂き、今後の事業に反映させて参りたいと考えておりますので、よ

ろしくご審議の程お願いいたしまして、私からの挨拶とさせていた
だきます。  

（事務局）  
  ありがとうございました。では、議題に移ります。本日は８名様の

委員に出席を賜っておりますので、審議会条例第６条第２項により会
議が成立しております事をご報告申し上げます。また、ここからの進

行は審議会条例第６条第１項により会長に議長をお願いいたします。
栗山会長よろしくお願いいたします。  

（議長）  
  本日の議題は次第のとおりであります。まず、平成１９年度市史編

さん事業中間報告について事務局から説明をお願いします。  
（事務局）  
  まず、今回の会議は急な開催でございまして、事前に委員の皆様に

資料をお渡しできなかった事についてお詫び申し上げます。  
  では、平成１９年度市史編さん事業中間報告について、私から説明

させていただきます。  
  （１）市史編さん審議会について、第１回を平成１９年５月１１日

に開催し、第２回が本日、第３回目は年度末を予定しておりま

すので、日程等は改めて調整させていただきます。  
  （２）古文書講座について、昨年度に引き続き、初心者を対象に開

催し、古文書解読の基礎を学習しました。４回開催予定のうち、
初回は台風接近により会場へ来られる際に万が一があってはと、

大事をとって中止としました。よって、７月１５日・８月１２
日・８月２６日の３回を、野田市郷土博物館学芸員の猪股寛氏

に講師をお願いし、駒木岡田清家文書から治水に係る訴訟関係
文書を教材に実施いたしました。  

  （３）講師派遣事業、市民グループなどの要請に応じて、史跡案内、
講座等へ職員を講師として派遣し、市史編さんの活動事業の啓

発を図っております。  
    本日までに、５月９日講義・５月２０日史跡案内・６月６日講

義・７月１０日史跡案内・８月３日史跡案内・８月９日講義・
１１月７日講義と派遣をしております。  

  （４）資料の収集・保管等、市内外旧家の資史料所在調査の実施及
び、館内古文書の解読並びにデータベース化を継続して実施し

ております。現在、館内には 22, 430 点の古文書があり、 7, 239
点が解読を終えている状態でございます。  

  （５）市史等刊行準備のア、『流山の歴史』刊行事業について、平成
２１年度刊行に向けて「市史編集委員会」を要綱に基づいて設

置の予定です。第４回教育委員会議で委員委嘱については議決
を頂いております。年度早々に委嘱させていただく予定でした

が、『流山の歴史』のベースとなる『通史編Ⅱ』の問題が解決し
ていないので委嘱を見送っておりましたが、近世以前の時代に

ついては既に原稿作成を進めており、今後の急な委嘱式及び編



集会議の開催には十分対応できる状態にあります。  
     イ、流山市史研究第２０号について、発行が平成２０年３月、

規格がＡ５判約３００頁、発行部数は３００部で予定しており

ます。お手元に別刷りで掲載論文を配布しております。平成１
７年度に実施しました新選組関係論文募集時の受賞作品３点と

一般公募論文１点でございます。内容についてご意見がござい
ましたらお知らせください。この他に青木委員からも入稿いた

だける予定でございます。以上が平成１９年度市史編さん事業
中間報告でございます。  

（議長）  
  只今、事務局から中間報告がありましたが何かご意見はありますで

しょうか。  
（委員）  
  収集して整理した古文書はどうしているのですか。  
（事務局）  
  お貸しいただいた古文書については、解読整理後、極力博物館で保

管させていただいておりますが、返還を希望する方へは資料保存袋に

入れてお返ししております。  
（委員）  
  できれば、博物館で保管する方が安全ですね。  
（委員）  
  私の地区でも古文書が２００点程出てきましたがその内３分の２程

が村の公民館の倉庫にありました。これをどうするかとなった時に結

局博物館へ保管してもらうことになりました。個人や公民館等保管設
備が不十分な場所での保管は資料が危険な状態にさらされていますか

ら、博物館の収蔵庫で保管する体制にするのが望ましいですね。  
（事務局）  
  確かに資料に好ましくない状態で保管されているケースがあります。

流山も区画整理事業で多くの旧家の移転があります。その様な場合、

資料を確認させていただいて、保管するべき資料の有無を調査させて
いただいております。  

（委員）  
  古文書だけでなく、民俗調査も同じです。ＴＸ沿線開発で丁度良い

機会ですので、是非資料の発掘保存を進めていただきたいですね。歴
史資料は失われると二度と戻りませんから。  

（議長）  
  古い家屋を解体建築する場合、建築の届出はありますけどそれがこ

ちらには伝わるシステムは無いですからね。注意を払っていないとな
りませんね。若い当主の中には資料の価値が分からない方がいますか

ら、処分されるのを食い止めないとなりませんね。ですから、どうい
う物でも古い記録や資料は博物館に声を掛けていただくような啓発が

必要ですね。広報に掲載するなど検討してください。  
（委員）  
  タウン誌なども有効です。  
（委員）  
  たまたま歩いていたら江戸期の古文書を燃やして焚き火をしていた



ことがありまして、慌てて消したのですがほぼ燃えてしまいました。

何が書いてあるか読めないから燃やしてしまったそうです。  
（委員）  
  ＰＲして資料の喪失を防ぎましょう。  
（議長）  
  『流山の歴史』刊行事業についてはどうでしょうか  
（委員）  
  私は監修なのですが、掲載内容の取捨選択について先生方もご意見

あれば伺いたいと思っておりますので、その際はよろしくお願いしま

す。  
（議長）  

『流山の歴史』については小川委員がいろいろと構想を練っておら
れるようなので楽しみです。市史研究第２０号についてはどうでしょ

うか。  
原稿については委員の皆さんも一読していただいて、お気づきの点

がありましたら連絡いただければと思います。  
（委員）  
  どこの市町村もこのような市史研究は専門性が高く、特定の人の為

にある図書と思われる傾向があります。  
  アンケートを実施したことがあるのですが、内容が非常に難しいと

の声が多かったです。また、せめて登場する人物名にルビを付けて欲

しいとの意見もありました。市史研究が完売したという話はあまり聞
きません。これからは、レベルを落とさないで、多くの方に読んでい

ただけるよう、写真等を取り入れて、もっと大衆向けを意識したレイ
アウトが必要だと思いますよ。  

（委員）  
  今回の受賞作品は全国公募ですよね。掲載の経過等も紹介されるの

ですか。そうすれば、特定の為の図書という概念も薄れると思います
が。  

（館長）  
  新選組関係論文は２回目の掲載で、１回目にも経過紹介はさせてい

ただきましたので、今回も予定しております。  
（委員）  
  広報や新聞等のメディアも使って刊行ＰＲしたいですね。  
（議長）  
  ご意見のように、ルビ付けやレイアウトも検討していただければと

思います。原稿については、何かお気付きの点があれば事務局に連絡

していただけたらと思います。では、１９年度の中間報告についての
ご審議は以上といたしまして、続きまして議題２その他について事務

局から何かありますか。  
（館長）  
  議題２その他でございますが、博物館の主要事業でございます企画

展のご報告をさせていただきます。  
  第１回企画展は「流山庚申塔探訪」と題しまして、７月１５日から

９月１７日まで開催いたしました。内容は市内の神社や寺院あるいは

路傍などに見られる庚申塔を紹介しました。観覧者数は延べ 8,114 名



にお越しいただきました。  
  第２回企画展は「ちょっと昔のくらし」と題しまして１０月２日か

ら１１月２５日まで開催いたしました。小学校４年生の社会科の単元

であります「郷土に伝わる願い」に併せて昔の暮らしを紹介したもの
です。観覧者数は学生一般を合わせて 5,482 名となりました。その他

主要事業のご報告をさせていただきました。  
（議長）  
  委員の方、何か意見は特にございませんね。では、本日の議題を終

了させていただきます。  
（事務局）  
  長時間のご審議ありがとうございました。  
  本日配布の資料は施行日が先の話になりますので、取り扱いにはご

注意願います。次回、３回目の審議会は年度末に予定しておりますの

でよろしくお願いします。追って日程調整をさせていただきます。お
疲れ様でございました。  

 
以上  


